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今月の表紙

よい経営環境をつくろう
　
同友会は、他の中小企業団体とも提
携して、中小企業をとりまく社会・経
済・政治的な環境を改善し、中小企業
の経営を守り安定させ、日本経済の
自主的・平和的な繁栄をめざします。

よい経営者になろう
　
同友会は、中小企業家が自主的な
努力によって、相互に資質を高
め、知識を吸収しこれからの経営
者に要求される総合的な能力を身
につけることをめざします。

よい会社をつくろう
　
同友会は、ひろく会員の経験と知
識を交流して企業の自主的近代化
と強じんな経営体質をつくること
をめざします。

同
友
会

3つ
の
目
的

表紙の写真を公募いたします。 テーマは「私の逸品」です。
詳細は、福岡県中小企業家同友会   広報情報室 「月刊同友」編
集部まで
締め切り…平成25年5月号は平成25年4月1日必着
投稿方法…電子メール、郵送いずれも可
　　　　　表題に「みんなの広場」とご記載ください。
郵 送 先…福岡県中小企業家同友会 広報情報室 「月刊同友」編集部

〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町9番15号
もしくは a_satou@fukuoka.doyu.jp まで

 ※応募が多数の場合は編集委員会で選考いたします。なお、投稿
　いただいた作品は返却いたしませんので、ご了承ください。
※表紙に目次が入るため、写真に文字が入ります。ご了承ください。

「あなたの写真で表紙を飾りませんか！」

Information

Report

21世紀型 自立型企業づくり

小林正広さんは昨年代表取締役に就任しました。

受け継いできた技術と、サービスを（株）上津役製

作所を必要としてくださるすべてのお客様に、提

供出来る様に日々考え努力しています。同友会

には、代表に就く決意をしてから、先代社長の勧

めですぐに入会しました。すべての同友会活動

には、「為にならないものは1つもない。何か1つ

でも自社に持って帰るんだ。」という気持ちで、副

ブロック長を初め例会報告や、さまざまな同友会

活動を通じ、今では副支部長という大役を担って

います。小林さんの趣味である野球では、いつも

全力投球。空手では副師範代として後進の指導

に汗を流します。

この熱意と人柄で、社内の若手スタッフを引き付

け、技術が継承されていきます。そして、会社と

社員と家庭の共立を第一に考える小林さんの、こ

れからの経営を是非皆さんも応援してください。

代表取締役

小林  正広 氏
（ひびき支部）

株式会社
上津役製作所

（本誌p.06掲載）

はみだし

記事：貴島  昇

「私の逸品」　ホテル名「萃香園」由来となった掛け軸
久留米萃香園ホテル　代表取締役社長  川村 芳子 氏

当ホテルは明治15年、茶房「鶴盟館」
として創業しましたが、明治20年に来
館した中国の経済使節・王治本氏のす
すめで「萃香園」と改名。写真は同氏自
筆の書などで、「萃」「香」の文字が読め
ます。

撮影：間々田　正行

2013年度新入社員のみなさんにむけて中小企業家同友会では、これからの人生の指針になるような記念
講演や祝辞で社会人としてのスタートをお祝いすべく、今年も合同での入社式を開催いたします。対象者の
いらっしゃる企業のご参加をお待ちしております。

2013年新入社員合同入社式のご案内

記念講演 「一度きりの人生、悔いなく生きる為に」
講　師：中村　高明　氏　（株）紀之国屋　会長　（福岡県中小企業家同友会　代表理事）
日　程：2013年4月1日（月）　時間：13時30分～16時30分（受付開始12時45分）
場　所：福岡県中小企業振興センター 2F大ホール　住所：福岡市博多区吉塚本町9-15-2F　TEL：092-622-0011
参加費：新入社員（1人）3,500円　　付添者（1人）1,500円　[経営者、社員]

※参加費は、申込時にお振込みください。
※申込期限：3月19日（火）
※キャンセル期限：3月22日（金）

お問い合せ：同友会事務局（担当：井上）　TEL／ 092-686-1234
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■ �

高
度
成
長
期
か
ら
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、

バ
ブ
ル
期
、デ
フ
レ
経
済
期
と
環
境

が
変
わ
る
中
で
も
っ
と
も
特
徴
的
な

出
来
事
は
何
で
す
か
。

●�

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、バ
ブ
ル
期
の
利

益
を
本
業
外
の「
投
資
」に
入
れ
込
ま

な
か
っ
た
事
が
、こ
の
デ
フ
レ
の
時

期
に
会
社
を
持
ち
、耐
え
て
い
る（
不

要
な
債
権
が
な
い
）。
そ
の
時
期
に

は
社
員
は
今
の
80
%
の
数
で
、売
上

げ
は
今
の
1
・
5
〜
1
・
8
倍
く
ら
い

あ
っ
た
。

●��

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。
原
材
料
が
高
騰

し
、ま
た
品
不
足
と
な
り
生
産
出
来

な
い
日
も
発
生
し
た
。

●��

規
制
緩
和
に
よ
る
自
社
の
新
商
品

開
発
、並
び
に
他
業
種
か
ら
の
新
規

参
入
。

●��

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
対
応
遅
れ
に

よ
る
、為
替
リ
ス
ク
等
に
よ
る
経
営

の
難
し
さ
を
痛
感
。

●��

初
代
の
他
界
。

●��

新
日
鉄
八
幡
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
に
応

じ
て
、こ
の
分
野
か
ら
撤
退
し
た
。
高

速
道
路
に
シ
フ
ト
し
た
が
道
路
公
団

民
営
化
を
機
に
激
減
。
縮
小
均
衝
の

連
続
と
、熟
練
技
術
者
の
退
職
で
50

年
を
迎
え
た
も
の
の
苦
境
は
続
く
。

ど
う〝
つ
な
ぎ
〟〝
継
続
す
る
か
〟に

腐
心
。

●��

デ
フ
レ
経
済
期
の
現
在
が
一
番
大

変
。

●��

バ
ブ
ル
の
終
期
に
、取
締
役
の
叔
父

が
主
要
得
意
先
を
奪
っ
て
独
立
し
た
。

有
能
な
社
員
を
連
れ
て
出
よ
う
と
し

た
が
辛
う
じ
て
食
い
止
め
た
。

●��

プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
る
急
激
な
円
高
。

1
8
0
円
／
$
→
79
円
／
$
。
2
億

円
の
投
資
後
、
円
高
で
店
は
倒
産
。

1
億
円
の
負
債
。

●��

三
池
炭
鉱
の
閉
山
と
、そ
れ
に
伴
う

地
域
の
急
激
な
人
口
減
少
。あ
と
、そ

れ
に
伴
う
事
業
部
門
の
廃
止
。

●�

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
。
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特
集
福
岡
同
友
会
創
立
50
周
年
記
念
　
特
別
企
画

創
業
50
年
〜
企
業
41
社
に
学
ぶ「
未
来への
展
望
」

前
号
は
福
岡
大
学
の
合
力
知
工（
ち
こ
う
）教
授
に
よ
る『
風
雪
の
1
0
0
年
企
業
座
談
会
』
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
風
雪
の

1
0
0
年
企
業
の
企
画
の
前
段
に
創
業
50
年
を
超
え
る
会
員
企
業
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
さ
っ
そ
く
調
べ
て
み
る
と
、な
ん
と
2
8
4
社
！
我
々
の
仲
間
に
戦
後

間
も
な
い
混
乱
の
時
代
か
ら
平
成
の
今
日
ま
で
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
来
ら
れ
た
仲
間
が
2
8
4
社
も
あ
る
な
ら
、ぜ
ひ
月
刊
同
友
で
取
り
上
げ
て
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介

し
よ
う
と
今
回
の
企
画
に
至
り
ま
し
た
。
1
0
0
年
企
業
、
50
年
企
業
に
学
び
、
未
来
へ
の
展
望
を
拓
き
ま
し
ょ
う
。

対象企業：福岡県中小企業家同友会　創業年日1963年3月以前の会員企業　284社

回 答 数：41社の回答（回答率14％）

調査要項

■ 創業50年を超える会員企業の概要



2代目

3代目

4代目

5代目

7代目

未回答

何代目ですか？ 世代交代の際に譲り受けた会社の理念の有無は？

理念は変えていないか？　新しく作り替えたか？

世代交代は世襲に
よるものか否か

11

17

5

2

1

5

世襲制

非世襲

どちらも

未回答

32

1

6

2

変えてない

新しく作り替えた

未回答

18

1

1

有る 20

理念は新しく作ったか？　理念は作っていないか？

新しく作った

作ってない

17

3

無い 20
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■ �

50
年
以
上
企
業
を
存
続
で
き
た
理

由・戦
略
は
何
で
す
か
。

●�「
大
牟
田
名
物
饅
頭
」と
し
て
の
知
名

度
を
生
か
し
た
販
売
戦
略
。
取
引
先

拡
大
。

●�「
お
客
様
に
商
品
を
売
る
と
共
に
信
用

を
売
り
、信
用
を
売
る
と
共
に
満
足

を
売
れ
」父
の
言
葉
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
常
に
仕
入
先
、得
意
先
の
目

線
で
捉
え
、社
員
と
共
に
良
い
こ
と

も
悪
い
事
も
共
有
し
て
、経
営
計
画

を
立
て
て
き
た
事
で
し
ょ
う
。

●�

①
ま
ず
は
経
営
理
念
を
し
っ
か
り
創

り
、浸
透
さ
せ
る
事
。
②
上
か
ら
目
線

で
は
な
く
、社
員
を
立
て
つ
つ
教（
共
）

育
す
る
事
。
③
社
長
が
言
い
た
い
事

を
我
慢
す
る
事
。

●�

①
無
理
を
し
な
か
っ
た（
バ
ブ
ル
期
に
）

②
身
の
丈
以
上
の
経
営
を
し
な
か
っ

た
。（
見
栄
を
張
ら
な
か
っ
た
）③
銀

行
、不
動
産
仲
介
業
者
の
甘
い
誘
い

に
乗
ら
な
か
っ
た
。

●�

学
生（
顧
客
）満
足
を
大
切
に
し
、学

生
と
の
ふ
れ
あ
い
を
欠
か
さ
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
教
職
員（
従
業
員
）満

足
を
重
視
し
て
い
る
。

●�

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、来
店
集

客
型
店
舗
→
宅
配
シ
ス
テ
ム
→
再
び

来
店
型
店
舗
プ
ラ
ス
W
e
b
の
導
入
。

時
代
に
即
応
し
、ま
た
、次
々
と
襲
っ

て
く
る
外
的
要
因
に
、変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
素
早
く
営
業
ス
タ
イ

ル
を
変
え
て
い
っ
た
。

●�

失
敗
を
社
員
力
に
て
カ
バ
ー
出
来
た

こ
と
！

●�

新
規
開
拓
の
継
続
。
過
去
の
先
祖
の

残
し
た
資
産
。
世
の
中
の
状
況
に
応

じ
て
、会
社
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル

ド
し
た
。

●�

信
用
と
変
革
。時
代
の
流
れ
に
順
応
す

る
。財
務
面
は
常
に
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

す
る
。（
見
栄・プ
ラ
イ
ド
等
は
悪
）

●
先
手
必
勝

●�

規
模
は
と
も
か
く
中
核
事
業
を
確
保

で
き
た
事
。
個
人
と
し
て
は
保
証
人

に
な
ら
な
か
っ
た
事
。
後
継
者
を
確

保
し
よ
う
と
い
う
意
思
が
あ
っ
た
。

●�

地
域
を
大
切
に
し
、地
域
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
、必
要
と
さ
れ
る
企
業
、背

伸
び
す
る
こ
と
な
く
、地
域
と
共
に

歩
ん
だ
50
年
と
思
う
。

●�
何
よ
り
も
本
業
重
視
を
貫
い
た
事
だ

と
思
う
。
苦
し
く
て
も
事
業
の
合
理

化
に
邁
進
し
た
。
経
営
指
針
を
作
成

し
、社
員
と
共
に
愚
直
に
実
行
し
て

き
た
事
が
、存
続
の
礎
で
は
な
い
か

と
思
う
。
一
昨
年
に
世
代
交
代
を
果

た
し
、新
社
長
の
も
と
に
、今
期
は
新

規
事
業
に
取
り
組
む
。

●�

本
業
の
み
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、

市
場
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
？
本

業
か
ら
派
生
し
、お
客
様
が
求
め
る

商
品
、時
代
が
求
め
る
商
品
を
開
発

し
、商
品
化
し
、収
益
を
上
げ
る
事
が

出
来
た
か
ら
。

■ �

世
代
交
代
に
つ
い
て

　
世
代
交
代
が
上
手
く
い
っ
た（
上
手
く

い
か
な
か
っ
た
）理
由
は
何
で
す
か
。

●�

親
の
苦
労
を
見
て
き
て
、何
と
か
し

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
か
ら
。

●�

2
代
目
、3
代
目
を
反
面
教
師
と
し

て
経
営
。

●�
ぶ
れ
な
い
理
念
と
教
職
員（
従
業
員
）

の
協
力
。

●�

常
に「
無
か
ら
有
を
！
」の
意
識
が
大

事
と
思
う
。ま
た
、過
去
の
負
債
の
リ

ス
ク
も
受
け
入
れ
る
度
量
が
必
要
。

●�

私（
67
歳
）が
、子
ど
も
の
頃
か
ら
手

伝
っ
て
い
た
家
業
で
、一
人
娘
な
の

で
祖
父
か
ら〝
跡
継
ぎ
〟と
言
わ
れ
続

け
反
抗
で
き
な
か
っ
た
。
何
で
も
面

白
く
思
う
素
直
さ
が
あ
っ
た
の
で
、

世
代
交
代
が
上
手
く
い
っ
た
と
思
う
。

●�

世
代
交
代
当
時
は「
安
定
し
た
顧
客
」

「
十
分
な
利
益
」が
あ
っ
た
か
ら
。

●�

同
友
会
で
経
営
理
念
を
学
び
、指
針

を
作
っ
た
事
に
よ
り
、今
回
の
世
代

交
代
は
大
変
速
や
か
に
行
わ
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。
新
社
長
も
理
念
の
大

切
さ
を
よ
く
認
識
し
て
、良
い
会
社

づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

●�

そ
の
代
ご
と
に
先
代
や
周
り
の
人
間

が
、そ
の
後
継
者
の
や
り
方
を
認
め

て
応
援
し
て
く
れ
た
事
。

●�

個
人
企
業
か
ら
現
在
の
法
人
組
織
に

移
行
す
る
時
、先
代
は
代
表
取
締
役
、

小
生
専
務
取
締
役
と
い
う
肩
書
き
で

発
足
し
た
。
法
人
化
と
同
時
に
、先
代

か
ら
実
質
的
な
運
営
を
一
任
さ
れ
る
。

先
代
は
金
融
機
関
と
の
交
渉
、取
引

等
、経
営
の
部
門
と
大
ま
か
に
仕
事

の
領
域
を
分
け
合
い
、実
行
予
算
、原

価
計
算
等
の
各
現
場
で
の
収
支
を
行

う
事
で
、経
営
的
な
学
び
を
実
践
で

き
、先
代
か
ら
指
図
さ
れ
る
事
は
な

か
っ
た
。

●�

父（
先
代
）の
右
腕
の
電
工
が
い
る
。

昭
和
28
年
入
社
。
現
在
も
活
躍
中
。

●�

先
代（
父
）が
、サ
ッ
と
引
い
て
く
れ

た
か
ら
だ
。
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●�

三
代
目
ま
で
は
身
内
で（
父
→
長
男
→

次
男
）、会
社
を
潰
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
思
い
が
強
く
あ
っ
た
。後
継
の

二
人
と
も
創
業
者
の
気
持
ち
が
理
解

出
来
て
い
る
。次
代
か
ら
は
全
く
環
境

が
違
う
の
で
問
題
で
あ
る
。経
営
計
画

を
活
か
し
て
継
承
し
て
い
き
た
い
。

●�

タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
と
思
う
。
譲
る

側
の
不
安
の
払
拭
と
、受
け
る
側
の

覚
悟
。（
経
営
者
と
し
て
の
自
覚
）

●�

社
長
は
株
主
企
業
の
中
か
ら
適
宜
選

出
し
て
い
る
。

　「
M
L
美
容
室
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」は
、現

在
福
岡
市
内
で
、婚
礼
の
お
支
度
を
中

心
に
、成
人
式
・
卒
業
式
な
ど
の
セ
ッ
ト

メ
イ
ク
着
付
け
な
ど
、祭
事
に
お
け
る

美
容
室
と
し
て
特
化
し
、厳
し
い
福
岡

の
美
容
室
業
界
の
中
で
、他
の
美
容
室

と
の
差
別
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
代
表

者
の
藤
規
子
さ
ん
に
、そ
の
歴
史
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。

祖
母
が
若
く
し
て
開
業

　
八
百
屋
の
娘
さ
ん
だ
っ
た
藤
さ
ん
の

お
ば
あ
さ
ん
は
、十
八
歳
の
と
き
美
容

師
を
志
し
て
東
京
へ
行
き
、フ
ラ
ン
ス

人
が
経
営
す
る
美
容
学
校
に
入
学
、卒

業
し
て
福
岡
に
帰
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
美

容
室
を
開
業
し
ま
し
た
。
当
時
、福
岡
市

内
に
は
洋
髪
の
美
容
室
は
二
軒
し
か
な

く
、大
変
は
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

戦
争
に
よ
る
休
業
と
再
開

　
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
、電
力

事
情
が
悪
化
す
る
と
、高
い
電
圧
が
必

要
な
美
容
室

は
営
業
で
き

な
く
な
り
、

福
岡
へ
の
空

襲
も
あ
っ
た

た
め
、
田
舎

へ
引
っ
越
す

こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
終
戦
と
な

り
、
美
容
室

の
営
業
も
で

き
る
時
代
が

到
来
し
た
と
き
に
、幸
い
に
も
美
容
室
の

設
備
は
空
襲
を
免
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
も
、お
ば
あ
さ
ん
は
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

美
容
室
に
必
要
な
も
の
は
、穴
を
掘
っ
て

埋
め
て
い
た
そ
う
で
、そ
れ
を
掘
り
返
し

て
、美
容
室
を
再
開
し
た
そ
う
で
す
。

美
容
専
門
学
校
の
開
校

　
美
容
室
を
再
開
す
る
と
、そ
の
技
術

を
学
び
た
い
と
い
う
人
た
ち
が
、訪
ね

て
く
る
よ
う
に
な
り
、最
初
は
個
人
で

教
え
て
い
ま
し
た
が
、人
数
が
多
く
な
り
、

美
容
専
門
学
校（
大
村
美
容
専
門
学
校
）

を
開
校
し
ま
し
た
。
今
で
は
、「
M
L
美

容
室
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」は「
大
村
美
容
専
門

学
校
」の
収
益
部
門
と
い
う
位
置
づ
け

に
な
っ
て
お
り
、こ
の
学
校
の
理
念
が

「
一
に
人
格
、二
に
技
術
」で
、こ
の
理
念

は
言
葉
を
か
え
て
三
代
続
い
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
美
容
室
への
特
化

　
藤
さ
ん
の
お
母
様
が
お
店
を
引
き
継

い
で
経
営
し
て
い
た
1
9
7
8
年
、「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」へ
ブ
ラ
イ
ダ

ル
の
美
容
室
と
し
て
、出
店
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
、「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」で
の
結
婚
は
女
性

の
あ
こ
が
れ
で
し
た
。こ
れ
を
機
に
、ブ

ラ
イ
ダ
ル
、祭
事
の
セ
ッ
ト
メ
イ
ク
に

特
化
し
た
美
容
室
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
、

他
の
美
容
室
と
差
別
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

三
代
目
と
し
て
百
年
企
業
へ

　
三
代
目
と
な
る
藤
さ
ん
は
、二
代
目

ま
で
と
違
い
、美
容
師
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
普
通
の
O
L
で
し
た
が
、
十
二
年

位
前
か
ら
お
店
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、

経
営
者
と
し
て
、後
を
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
経
営
理
念
は
分
り
や
す
く
、

「
お
客
様
の
大
切
な
1
日
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
人
に
な
ろ
う

・
ど
こ
に
行
っ
て
も
誰
と
話
し
て
も
恥
ず

か
し
く
な
い
人
に
な
ろ
う

・
向
上
心
を
持
ち
技
術
を
磨
こ
う
」と
し

て
い
ま
す
が
、内
容
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。お
客
様
の
た
め
に
人
格
、技
術
を

磨
く
姿
勢
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
今
後
迎
え
る
百
年
ま
で
に
や

り
た
い
こ
と
を
お
聞
き
す
る
と
、今
後
は
、

従
業
員
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て
い

く
お
店
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

特集　福岡同友会創立50周年記念　特別企画
創業50年〜企業41社に学ぶ「未来への展望」

M
L
美
容
室
ブ
ラ
イ
ダ
ル
　
代
表
者
　
藤ふ

じ  

規の
り
こ子 

氏 

（
福
友
支
部
）

一
に
人
格
、
二
に
技
術
の
理
念
を
続
け
て
三
代
目
、

　
　
ブ
ラ
イ
ダ
ル
美
容
室
と
し
て
百
年
企
業
へ（
創
業
84
年
）

50
年
企
業
訪
問
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会
社
の
沿
革

　「
前
身
は
祖
父
の
小
林
組
と
い
う
鳶
職

の
会
社
で
し
た
。
昭
和
40
年
に
建
築
鉄

骨
を
メ
イ
ン
と
し
た『
上
津
役
製
作
所
』

を
創
業
さ
せ
、父
・
正
人
が
初
代
社
長
に

な
り
ま
し
た
」と
語
る
の
は
㈱
上
津
役

製
作
所
代
表
取
締
役
の
小
林
正
広
さ
ん

で
す
。
昭
和
45
年
に
は
北
九
州
市
上
津

役
か
ら
現
在
の
中
間
市
砂
山
に
移
転
、

昭
和
49
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
鉄
骨
・
門
扉
・
鉄
扉
な
ど
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
新
日
本
製
鐵（
現
・

新
日
鐵
住
友
）や
日
本
フ
ェ
ロ
ー
社
か
ら

の
仕
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

材
料
を
仕
入
れ
、切
断
・
曲
げ
・
熔
接
・
塗

装
、ト
レ
ー
ラ
ー
で
現
場
に
運
搬
し
て

据
付
け
・
組
立
て
、そ
し
て
仕
上
げ
の
作

業
と
い
く
つ
も
の
工
程
を
施
し
て
い
く

と
長
い
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。「
売
上
げ

21
世
紀
型  

自
立
型
企
業
づ
く
り

創業　1965年6月
住所　中間市砂山1組
電話　093-245-2238
社員　16名
http://www.koujak.com/

取
材
　
月
刊
同
友
編
集
部

文
章
　
菅
原
　
弘

写
真
　
佐
藤
　
愛

株式会社 上
こ う じ ゃ く

津役製作所
代表取締役

小
こ ば や し

林  正
ま さ ひ ろ

広 氏

『
曲
げ
』の一工
程
に
特
化
す
る

金
属
加
工
の
中
で
も『
曲
げ
』だ
け
し
か
し
な
い
会
社
、
㈱
上
津
役
製
作
所
。

間
も
な
く
50
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
と
社
長
の
意
気
込
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

自
分
の『
モ
ノ
サ
シ
』を
持
つ

ひびき支部



07    DOYU

は
上
が
り
ま
す
が
ス
パ
ン
が
長
く
、お

ま
け
に
手
形
決
済
。
資
金
繰
り
が
大
変

だ
っ
た
と
父
か
ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
」

と
小
林
さ
ん
。

　
あ
る
時「
材
料
支
給
で『
曲
げ
』だ
け

の
仕
事
を
賃
加
工
で
や
っ
て
く
れ
な
い

か
」と
い
う
打
診
を
受
け
ま
し
た
。
資

金
繰
り
が
大
変
な
折
り
、「
小
銭
稼
ぎ
に

や
っ
て
み
よ
う
」と
請
け
て
み
ま
し
た
。

切
断
も
熔
接
も
な
く
、小
口
で
は
あ
る

も
の
の
現
金
決
済
。
さ
ら
に
仕
入
れ
・
在

庫
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
仕
組
み
は
い

い
」と『
曲
げ
』の
一
工
程
だ
け
を
す
る

業
務
転
換
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昭
和
58
年
の
こ
と
で
す
。
時
を
前
後
し

て
A
M
A
D
A
社
の
ロ
ー
ル
ベ
ン
ダ
ー

機
E
2
0
1
0
と
い
う
機
械
を
購
入
し

て
い
ま
し
た
。「
通
常
ロ
ー
ル
ベ
ン
ダ
ー

機
は
3
本
ロ
ー
ル
な
の
で
す
が
、こ
の

機
械
は
4
本
で
す
。
高
性
能
な
分
、広
範

囲
の
仕
事
を
請
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
扱
う
に
は
か
な
り
の
技
術
も
要
求

さ
れ
ま
す
」と
小
林
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

高
技
術
で
実
績
伸
び
る

　『
曲
げ
』と
一
言
で
言
っ
て
も
、鋼
板

を
曲
げ
て
自
然
な
フ
ォ
ル
ム
で
丸
パ
イ

プ
に
し
た
り
、変
則
コ
ニ
カ
ル
曲
げ
や

陣
笠
曲
げ
な
ど
多
種
に
わ
た
り
ま
す
。

高
性
能
の
機
械
に
加
え
、そ
れ
を
使
い

こ
な
す
技
術
で
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
よ
う
に
な
り
、口
コ
ミ
で
お
客
様

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
様
々
な
仕
事

を
こ
な
す
こ
と
で
自
社
の
ス
キ
ル
も
さ

ら
に
向
上
す
る
と
い
う
好
循
環
も
生
ま

れ
ま
し
た
。
業
界
内
で
団
塊
の
世
代
の

『
曲
げ
』職
人
の
定
年
退
職
で
曲
げ
ら
れ

る
人
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、同
社
に

発
注
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　「『
曲
げ
』だ
け
や
る
会
社
は
そ
う
あ
り

ま
せ
ん
し
、結
構
技
術
が
要
求
さ
れ
る
ん

で
す
。
設
計
図
や
展
開
図
が
重
要
な
ん

で
す
が
、こ
れ
が
意
外
と
難
し
い
ん
で
す

ね
。
こ
の
部
分
も
ウ
チ
が
請
負
い
ま
す

よ
」。
今
で
は
マ
ン
ガ
図
を
描
い
て
も
ら

え
ば
展
開
図
を
作
り
ま
す
。
難
し
い
と

思
わ
れ
る
場
合
に
は
模
型
を
作
り
実
際

に
展
開
し
て
み
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
お
客
様
が
素
材
を
切
断
し
支
給

し
て
も
ら
い
同
社
が
加
工
し
ま
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
、素
材
は
お
客
様
の

支
給
と
な
り
ま
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
・
銅
・

ア
ル
ミ
・
チ
タ
ン
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
中
に
は『
曲
げ
』に
適
さ
な
い
素
材

も
あ
り『
焼
き
』を
入
れ
直
し
て
や
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
銀
も
や
り

ま
し
た
。
素
材
は
数
百
万
で
し
た
が
工

賃
は
数
千
円
で
し
た（
笑
）」。

　
厚
さ
・
伸
縮
・
熔
接
に
よ
る
チ
リ（
ズ

レ
）も
あ
れ
ば
、も
ら
い
錆
な
ど
の
リ
ス

ク
も
付
き
ま
と
い
ま
す
。「
ま
さ
に
ナ
マ

モ
ノ
で
す
ね
」と
小
林
さ
ん
。そ
れ
だ
け

に
品
質
管
理
は
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま

す
。
ミ
ス
を
全
社
員
で
カ
バ
ー
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が

お
客
様
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
と
な
り

同
社
50
年
継
続
の
証
と
言
え
そ
う
で
す
。

「
製
造
業
と
い
う
よ
り
技
術
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

品
料
理
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
社
員
に

は
完
成
品
が
営
業
マ
ン
だ
と
常
々
言
っ

て
い
ま
す
」。
実
際
に
は
加
工
し
た
製
品

が
ど
こ
に
使
わ
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
目
に
見
え
る

所
で
は
、ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
内
の
新

日
鐵
の
高
炉
の
レ
プ
リ
カ
や
福
岡
ド
ー

ム（
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
）の
屋
根
の
補
強

材
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

承
継
を
決
意

　
小
林
さ
ん
は
幼
い
頃
、休
み
も
な
く

働
く
父
親
の
姿
を
間
近
に
見
て
、こ
の

仕
事
は
継
ぎ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
、（
後
継
者
と

し
て
で
は
な
く
）小
遣
い
稼
ぎ
・
ア
ル
バ

イ
ト
感
覚
で
工
場
に
入
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
2
年
ほ
ど
し
て
50
歳
を
迎
え

た
父
が
突
然
会
社
を
辞
め
て
し
ま
い
ま

し
た
。
当
時
専
務
の
叔
母
・
芙
美
子
さ

ん（
現
・
会
長
）が
社
長
に
就
き
ま
し
た
。

「
借
金
を
抱
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、会
社

を
止
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
」と
振
り
返
り
ま
す
。
小
林
さ
ん
に
後

継
者
に
な
る
よ
う
要
請
す
る
の
で
す
が
、

小
林
さ
ん
は
拒
否
し
続
け
現
場
で
仕
事

に
明
け
暮
れ
る
の
で
し
た
。
そ
ん
な
小

林
さ
ん
を
決
断
さ
せ
た
の
は
貴
島
昇
さ

ん（
現
・
取
締
役
）で
し
た
。「
彼
は
中
学

校
の
後
輩
で
す
。
フ
リ
ー
で
い
た
の
で

ウ
チ
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
の
技

術
を
彼
に
伝
え
後
輩
の
指
導
に
当
た
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
」。
あ
る
日
貴
島
さ
ん

が
言
い
ま
し
た
。「
小
林
さ
ん
が
社
長
や

ら
な
い
な
ら
、俺
は
辞
め
る
」。
頭
の
ど

こ
か
で
は
い
ず
れ
は
自
分
が
継
が
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

21世紀型  自立型企業づくり



油圧プレス機による加工の様子
取締役会長  小林 芙美子（こばやし ふみこ）氏

（北九州支部）
取締役  貴島  昇（きじま のぼる）氏

（ひびき支部）
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し
た
が
、反
面
そ
れ
を
否
定
す
る
甘
え

た
気
持
ち
も
あ
っ
た
と
述
懐
し
ま
す
。

し
か
し「
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
失
っ

て
は
こ
の
会
社
は
や
っ
て
い
け
な
い
」

と
思
い
、承
継
の
準
備
を
す
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。
33
歳
の
時
で
す
。

経
営
指
針
書
の
作
成

　
経
営
の
勉
強
を
す
る
た
め
、2
代
目

社
長
の
芙
美
子
さ
ん（
北
九
州
支
部
所

属
）の
勧
め
で
同
友
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

貴
島
さ
ん
も
同
時
に
入
会
し
て
い
ま
す
。

　
人
見
知
り
の
小
林
さ
ん
は
、な
か
な

か
馴
染
め
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
つ
い

数
時
間
前
ま
で
作
業
着
で
現
場
に
い
た

の
に
、ス
ー
ツ
に
着
替
え
例
会
に
参
加

し
て
い
る
。
特
に
グ
ル
ー
プ
討
議
で
何

を
し
ゃ
べ
っ
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
」。
次
第
に
い
ろ
い
ろ
な
会
員

さ
ん
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
、時
に
は
仕
事
、時
に
は
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
芙
美
子
さ
ん
と
一
緒
に
経
営

指
針
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。「
初
め
は
経
営
命・

・

・

令
書
に
な
っ
て
い

ま
し
た
ね
。
翌
年
よ
う
や
く
社
内
で
発

表
会
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

以
後
毎
年
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

社
内
の
ベ
ク
ト
ル
が
一
致
す
る
と
と
も

に
、そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
作
っ

て
い
る
と
言
い
ま
す
。
7
年
の
準
備
期

間
を
経
て
、平
成
24
年
9
月
、40
歳
で
3

代
目
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

ユニ
ー
ク
な

新
卒
採
用
の
試
験

　
技
術
を
修
得
す
る
に
は
お
よ
そ
3
年

は
要
し
ま
す
。
し
か
し
中
途
採
用
し
た

社
員
が
3
年
で
辞
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
出
ま
し
た
。
片
や
新
卒
採
用
の
面
接

試
験
を
し
ま
し
た
が
、や
は
り
退
社
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ユ
ニ
ー
ク
な

採
用
試
験
を
導
入
し
て
み
ま
し
た
。
ま

ず
は
筆
記
試
験
と
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

の
作
成
で
す
。
時
間
配
分
は
本
人
次
第

で
す
。
折
り
方
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り

ま
す
が
、手
先
の
器
用
さ
や
次
の
工
程

を
読
む
セ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
集
団
で
セ
ッ
シ
ョ
ン（
会
議
）し
て

も
ら
い
、協
調
性
が
あ
る
か
ど
う
か
観

て
い
ま
し
た
。「
今
年
度
は
期
待
通
り
の

人
材
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ウ
チ

の
社
員
は
定
年
ま
で
働
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
し
、そ
う
い
う
会
社
に
し
て

い
く
の
が
私
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
」。

社
員
共
育

　
社
内
体
制
の
構
築
の
た
め
に
就
業
規
則

の
整
備
や
給
与
規
則
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
広
島
同
友
会
か
ら
の
紹
介
で
コ
ン
サ

ル
の
先
生
に
月
に
1
度
お
越
し
い
た
だ

き
指
導
を
仰
ぎ
ま
す
。

　
自
主
的
な
社
員
の
会
と
し
て『
さ
く

ら
の
会
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会
社
を

自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
趣

旨
の
下
、何
を
し
た
い
の
か
・
何
が
で
き

る
の
か
な
ど
を
自
由
に
発
言
す
る
会
議

で
す
。「
逆
に
言
う
と
こ
の
会
で
発
言
し

な
い
こ
と
は
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
自
覚

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」。
こ
う
し
た
動
き
が
ル
ー
ル
を
、社

風
を
作
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

自
分
の

『
モ
ノ
サ
シ
』を
持
つ

　
今
後
の
展
望
と
し
て
新
分
野
へ
の
進

出
も
必
要
だ
と
は
考
え
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
本
業
の『
曲
げ
』の
分
野
で
深
耕

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
取
材
の
最
後
に
小
林
さ
ん
が
考
え
る
自

立
型
企
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　「
自
社
の『
モ
ノ
サ
シ
』を
ち
ゃ
ん
と

持
っ
て
い
る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
」。『
モ

ノ
サ
シ
』と
は「
ウ
チ
の
会
社
は
こ
う
で

す
と
は
っ
き
り
言
え
る
会
社
」と
定
義

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
採
算
優
先
で
は
な

く
お
客
様
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
、

自
社
で
で
き
る
こ
と
で
貢
献
す
る
会
社

で
す
。
そ
れ
が
自
社
が
存
在
す
る
意
義

だ
と
思
い
ま
す
」。「
そ
の『
モ
ノ
サ
シ
』

の
根
底
に
は
経
営
指
針
書
が
あ
り
ま
す

ね
」の
問
い
に
は「
は
い
、確
か
に
あ
り

ま
す
」と
力
強
く
お
答
え
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

21世紀型  自立型企業づくり
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今
回
、春
吉
で
不
動
産
業
を
営
ま
れ

て
い
る
副
島
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
副

島
さ
ん
は
別
事
業
で
新
た
に
会
社
を
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み

を
伺
い
ま
し
た
。

日
本
を
再
犯
の
無
い
世
界一の

治
安
国
家
と
成
す

　
現
在
の
日
本
社
会
は
一
度
失
敗
し
た

人
間
に
対
し
て
は
一
括
し
て
落
伍
者
の

烙
印
が
押
さ
れ
て
し
ま
い
、再
起
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
所
者
は

そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
が
再
犯

率
の
高
止
ま
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
私
達
は
経
験
上
、彼
ら
の
中
に
は
志

が
高
く
、優
秀
な
人
間
も
多
く
い
る
こ
と

を
知
っ
て
お
り
、刑
務
所
は〝
人
財
の
宝

庫
〟と
考
え
て
い
ま
す
。

　
副
島
さ
ん
は
長
年
の
保
護
司
の
経
験
か

ら
、出
所
者
へ
支
援
を
行
う
こ
と
で
再
犯

の
な
い
社
会
を
実
現
し
、安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ヒューマンハ
ーバ
ー
の

5
つ
の
支
援

　
株
式
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ
ー
バ
ー
は
、

鉄
・
非
鉄
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
買
取
り
、

電
線
皮
む
き
事
業
、産
業
廃
棄
物
中
間

処
理
事
業
を
通
し
て
、就
労
者
に
対
し

次
の
5
つ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

1
　�

就
労
支
援
　（
安
定
し
た
就
労
・
仕

事
を
確
保
す
る
た
め
に
）

2
　�

宿
泊
施
設
支
援
　（
再
犯
を
防
止
す

る
た
め
に
）

3
　�

教
育
支
援
　（
秩
序
あ
る
人
間
に
な

る
為
に
）

4
　�

相
談
窓
口
の
提
供
　（
支
援
が
直
接

及
ば
な
い
人
達
へ
の
間
接
支
援
）

5
　�

犯
罪
被
害
者
へ
の
救
済
支
援
　（
被

害
者
へ
の
支
援
に
よ
る
社
会
貢
献
）

　
2
0
1
1
年
12
月
に
登
記
し
た
ば
か

り
の
新
し
い
企
業
で
す
が
、3
月
か
ら

は
2
名
の
就
労
者
を
雇
用
し
、い
よ
い

よ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
九
州
大
学
の
岡
田
昌
治
教
授

ら
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
で
安
定
し
た

成
長
を
期
し
ま
す
。

賛
同
し
て
い
た
だ
い
た

同
友
会
の
仲
間
た
ち

　
出
資
金
以
上
の
配
当
は
し
な
い
と
い

う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
な
が
ら
、同

友
会
会
員
の
皆
様
に
は
多
く
の
賛
同
者

に
ご
出
資
い
た
だ
き
、ま
た
鉄
・
非
鉄
金

属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
有
償
提
供
に
も
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

物
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り 

�

再
犯
の
な
い
社
会
実
現
を
目
指
し
て

株
式
会
社 

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
フ

我
が
社
の
取
り
組
み

代
表
取
締
役
　
副そ

え
じ
ま島  

勲い
さ
お

氏 

（
南
支
部
）

我が社の取り組み  物づくり、人づくり、地域づくり �

取
材
・
写
真
　
広
報
情
報
室  

印
口  

悟

株
式
会
社 

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
フ

 

〒
8
1
0
‐
0
0
0
3

福
岡
市
中
央
区
春
吉
3
‐
2
5
‐
2
8

T
E
L  

0
9
2 

（
7
6
1
） 

0
0
9
3

F
A
X  

0
9
2 

（
7
1
1
） 

8
1
8
2

〈
新
規
事
業
企
業
〉

株
式
会
社 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ
ー
バ
ー

 （
本
　
　
社
）

〒
8
1
0
‐
0
0
0
3

福
岡
市
中
央
区
春
吉
3
‐
2
5
‐
1
8

T
E
L  

0
9
2 

（
7
3
5
） 

3
9
3
9

F
A
X  

0
9
2 

（
7
3
5
） 

3
9
3
8

（
若
草
工
場
）

〒
8
1
1
‐
2
1
2
4

福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
若
草
2
‐
1
7
‐
1

T
E
L  

0
9
2 

（
9
3
4
） 

3
0
8
8

F
A
X  

0
9
2 

（
9
3
4
） 

3
0
8
9



「地域発展、企業成長の双方に欠かせない『仕事つくり』とは」をテーマ
にパネルディスカッションが行われました。

河野　通洋 氏
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あ
の
壊
滅
的
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、

逞
し
く
力
強
く
復
興
へ
立
ち
上
が
る
岩

手
県
陸
前
高
田
市
で
、味
噌
・
醤
油
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
㈱
八
木
澤
商
店
の
河
野
通

洋
社
長（
岩
手
同
友
会
理
事
・
気
仙
支
部

幹
事
長
）の
講
演
は
衝
撃
的
で
し
た
。

　
震
災
前
か
ら
陸
前
高
田
市
中
心
部
の

商
店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
、こ
の

ま
ま
で
は
地
域
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と

の
危
機
感
か
ら
、「
一
社
も
つ
ぶ
れ
な
い

会
社
づ
く
り
」、「
雇
用
を
継
続
さ
せ
地

域
に
人
を
残
す
為
に
・
一
社
に
一
人
新
卒

を
入
れ
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、同
友
会
の

結
束
を
図
り
、日
々
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
社
の
経
営
理
念
実
現
の
た

め
に
地
産
地
消
の
取
り
組
み
と
し
て
、

地
元
産
の
お
米
・
大
豆
・
小
麦
を
自
社

製
品
の
醤
油
、味
噌
の
原
料
と
し
て
使

用
し
、更
に
同
友
会
仲
間
の
酒
造
メ
ー

カ
ー
、地
元
ス
ー
パ
ー
、地
元
飲
食
店
な

ど
に
も
地
元
産
の
お
米
の
使
用
を
呼
び

か
け
、そ
の
結
果
、農
協
へ
の
お
米
の
販

売
価
格
よ
り
3
割
か
ら
最
高
5
割
高
い

値
段
で
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、地

元
の
地
産
地
消
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
あ
る
時
、仲
間
か
ら「
ど
う
も
A
社
が

危
な
い
ら
し
い
！
今
か
ら
直
ぐ
に
行
っ

て
み
て
く
れ
！！
」と
電
話
が
入
る
と
、夜

中
に
直
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
A
社
の
伝

票
や
決
算
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、問
題
点

を
探
し
だ
し
て
は
伝
票
の
整
理
、売
上

チ
ェ
ッ
ク
、棚
卸
や
不
良
在
庫
の
処
分
、

銀
行
へ
提
出
す
る
再
建
計
画
を
一
緒
に

作
成
す
る
な
ど
、私
に
は
全
く
想
像
で

き
な
い
こ
と
が
日
常
茶
飯
事
の
同
友
会

活
動
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

驚
き
と
と
も
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
2
0
1
1
年

3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

会
社
・
工
場
・
自
宅
が
津
波
に
流
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、役
所
に
代
わ
っ
て

救
援
物
資
の
配
布
活
動
を
さ
れ
、更
に

地
元
会
社
の
社
員
の
雇
用
を
守
る
た
め

に
、ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
同
友
会
仲

間
と
相
談
し
な
が
ら
、一
時
休
業
で
解

雇
し
て「
失
業
保
険
」を
社
員
に
申
請
さ

せ
る
よ
り
は
、「
雇
用
を
維
持
し
な
が
ら

会
社
を
存
続
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」「
一

社
も
潰
す
な
」と
言
い
な
が
ら「
雇
用
調

整
助
成
金
」の
申
請
を
経
営
者
に
勧
め

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
結
果
的
に「
雇
用
調
整
助
成
金
」で
雇

用
を
継
続
し
た
会
社
が
、現
在
は
事
業

を
再
開
す
る
こ
と
が
出
来
て
、一
時
休

業
し
て
社
員
を
解
雇
し
た
会
社
は
人
手

不
足
で
事
業
再
開
を
で
き
て
い
な
い
の

が
現
状
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
自
分
の
会
社
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、冷
静
に
状
況
判

断
を
し
て
多
く
の
地
元
企
業
を
救
わ
れ

支
部
設
立
40
周
年
記
念
事
業
報
告 

〔
中
央
支
部
／
大
牟
田
支
部
〕

2
0
1
3
年
1
月
26
日（
土
）ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
で
、
中
央
支
部
40
周
年
記
念
特
別
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

講
演
　
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
る
強
い
組
織
と
未
来

　
　
　
〜
仲
間
と
共
に
再
建
す
る
、
復
興
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
学
ぶ
〜

　
　
　
株
式
会
社
八
木
澤
商
店
　
代
表
取
締
役
　
河こ

う

の野  

通み
ち
ひ
ろ洋 

氏

中
央
支
部

40
周
年
記
念
特
別
講
演
会

福
岡
安
全
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
　
　
　

代
表
取
締
役  

内う
ち
や
ま山  

守も
り
た太 

氏

（
中
央
支
部
）

〈
参
加
報
告
〉

　
衝
撃
的
な
同
友
会
「
魂
」



講演会の様子

祝賀会の様子

講演した杉本氏
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講
演
会
は
来
賓
、
ゲ
ス
ト
、
会
員

1
4
0
名
の
参
加
で
し
た
。
祝
賀
会
も

盛
況
で
80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
牟
田
支
部
設
立
40
周
年
事
業
の
企

画
を
提
案
し
た
の
が
9
月
役
員
会
で
し

た
。
企
画
案
を
出
し
た
の
が
10
月
役
員

会
に
な
り
、実
行
委
員
会
が
活
動
を
始

め
た
の
も
10
月
か
ら
で
し
た
。
振
り
返

る
と
企
画
が
少
し
遅
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
周
年
事
業
は
前
年
度
か
ら
企
画
を

立
て
て
入
念
な
準
備
が
必
要
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、実
行
委
員
会
を
招

集
し
て
か
ら
は
、歴
代
支
部
長
、役
員
会
、

次
年
度
役
員
、事
務
局
の
支
援
を
受
け

て
準
備
は
順
調
に
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
来
賓
や
ゲ
ス
ト
の
招
待
に
関
し
て

は
、今
ま
で
に
な
く
先
方
へ
の
訪
問
、案

内
状
の
手
渡
し
を
徹
底
し
た
こ
と
で
、

た
く
さ
ん
の
方
の
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　
記
念
公
演
は
、県
内
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
同
友
会
会
員
と
い
う
こ
と
で
杉
本

利
雄
産
に
報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

旧
産
炭
地
の
田
川
郡
川
崎
町
で
果
樹
園
、

農
園
、レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
さ
れ
、成
功

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、出
席
者

に
は
と
て
も
興
味
深
い
話
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
同
友
会
会
員
以
外
の
方
に
は
私

た
ち
が
同
友
会
で
学
び
実
践
し
、経
営

に
役
立
て
て
い
る
こ
と
を
紹
介
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
祝
賀
会
に
関
し
て
は
、脇
山
大
牟
田

市
副
市
長
、西
山
大
牟
田
市
議
会
議
長
、

板
床
大
牟
田
商
工
会
議
所
会
頭
、那
須

荒
尾
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
多
く
の
来

賓
、ゲ
ス
ト
の
方
の
出
席
を
賜
り
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
福

岡
市
な
ど
都
市
部
の
支
部
と
違
い
、地

方
の
支
部
は
新
春
祝
賀
会
や
周
年
事
業

を
開
催
し
て
、地
方
自
治
体
や
商
工
会
、

銀
行
、マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
同
友
会
の
活

動
、運
動
を
紹
介
し
、宣
伝
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
牟
田
支
部
設
立
40
周
年
事

業
は
大
牟
田
支
部
だ
け
で
は
な
く
福
岡

県
中
小
企
業
家
同
友
会
に
と
っ
て
も
、大

変
有
意
義
な
事
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
こ
と
に
、そ
の
先
見
力
と
地
元
愛
に

満
ち
た
河
野
社
長
の
人
間
力
と
胆
力
に

た
だ
た
だ
頭
が
下
が
る
ば
か
り
で
、ま

だ
ま
だ
私
自
身
の
修
行
が
足
り
な
い
と

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
中
央
支
部
設
立
40
周

年
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
講

演
会
で
し
た
。

　
尚
、
河
野
社
長
に
関
し
ま
し
て
は
、

2
0
1
2
年
11
月
1
日
に
中
小
企
業
家

同
友
会
全
国
協
議
会
か
ら
発
行
さ
れ
た

「
新
・
共
に
育
つ
」の
中
に
、「
社
員
と
共

に
、東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
①
」、

「
再
建
す
る
、必
ず
！
社
員
と
共
に
陸
前

高
田
に
生
き
る
」を
投
稿
さ
れ
、詳
し
く

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
購
入
の
上

ご
精
読
さ
れ
る
事
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

支部設立40周年記念事業報告 〔中央支部／大牟田支部〕

2
0
1
3
年
1
月
29
日（
火
）大
牟
田
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
　
鳳
凰
の
間
で
大
牟
田
支
部
設
立

40
周
年
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

講
演
　
地
域
を
活
か
す
・
人
を
生
か
す
経
営 

「
問
う
・
守
る
・
つ
な
ぐ
」の
実
践

　
　
　
有
限
会
社
ラ
ピ
ュ
タ
フ
ァ
ー
ム
　
代
表
取
締
役
　
杉す

ぎ
も
と本  

利と

し

お雄 

氏（
嘉
飯
支
部
）

大
牟
田
支
部

設
立
40
周
年
記
念
講
演
会・祝
賀
会

濱
田
設
備
　
代
表
者
　
濱は

ま
だ田  

満み
つ
ひ
ろ広 

氏

（
大
牟
田
支
部
支
部
長
代
行
）

〈
開
催
報
告
〉



Fresh our partners

　イラストを中心に挿絵や似顔絵・キャラクター制作
から、チラシや看板制作をしていますデザイン事務所
です。今では仕事内容も多岐に渡り、これからの方針に
ついて考えているところ、梓書院の田村社長に紹介を
受け入会致しました。同友会では経営者として多くの
ことを学ばせていただきとても感謝しております。
“「思い」を「形」にする仕事”を軸に経営指針書作成にも
取り組んでいきたいと思います。よろしくお願い致し
ます。

新入会員ご紹介

代表者　橋津  美玲 （福友支部）
はし  づ　    み  れい

オルト
イラスト、挿絵を得意とする
チラシ・看板デザイン事務所です。

福岡市博多区元町2-2-1-715
TEL 092-586-6919
http://altd.jp

　北九州市若松区にて鉄骨・橋梁部材に使用される厚
板鋼板の孔明専門加工および開先加工等をしていま
す。入会のきっかけは北九州支部Eブロック長大石社長
より紹介を受けました。入会後例会にも参加し、今まで
にノートに記帳していた資料をもとに経営計画書を作
り新年に社内発表を開催することができました。2月の
経営指針作成セミナーにて未来へのビジョンと決算書
にて社内分析を学びます。必要とされる企業を目指し
て頑張ります。代表取締役社長　植木  秀人 （北九州支部）

うえ  き　   ひで  と

有限会社 三幸工業
鉄鋼加工業・鋼板孔明加工等・
鋼板開先加工・九州においての
専門孔明加工業。

北九州市若松区安瀬1-31
TEL 093-751-5575

　私自身薬剤師として患者さんに服薬指導や健康相談など
を日々行っております。経営者としては、店舗展開する中で
薬剤師スタッフの研修教育、安定雇用、店舗間マネージメン
ト、将来展望のための営業活動や経理業務まで地域の方々
の健康増進に少しでも寄与できればと考えております。本
会は、小学校時代同級生の畑中章宏さんの紹介で入会しま
した。様々な業種の経営者の方々と接することで視野を広
げることができる貴重な機会だと思いますので、できるだ
け積極的に参加させていただいきたいと思っております。専務取締役　中島  崇之 （福友支部）

なか じま　たかゆき

株式会社 太陽薬局
保険調剤や市販薬販売等を
行っている調剤薬局です。
福岡市中央区・南区・城南区にて
9店舗展開中

福岡市中央区渡辺通2-2-1 西村ビル1F
TEL 092-712-7762
http://www.taiyo55.co.jp

　フィッチジャパンは、臨機応変な総合商社です。「世界
をもっと身近に」をモットーに、輸入サポートによるコ
ストダウン、オリジナル商品の開発、輸出サポートによ
る海外への販路拡大、海外進出サポートによる海外拠
点展開、お客様が世界へ羽ばたくお手伝いをさせてい
ただいております。皆様との出逢いと学びを通して成
長したいと思います。宜しくお願い致します。

代表取締役　舩木  友希 （博多支部）
ふな  き　   とも  き

株式会社 フィッチジャパン
「世界をもっと身近に」をモットーに
商社活動を通して、
お客様と世界をつなぎます

福岡市博多区店屋町8-17 博多MSTビル601
TEL 092-263-5733
http://www.fitcgrp.com

よ
う
こ
そ

　同
友
会
へ
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　有
限
会
社
燻
香
は
平
成
15
年
8
月
に

設
立
、屋
号『
燻
製
工
房
け
む
か
』と
し
て

九
州
産
の
材
料
お
よ
び
無
添
加
に
こ
だ

わ
り
、燻
製
品
を
製
造
販
売
し
て
き
ま
し

た
。
燻
製
品
と
い
う
と
一
般
に
は
ハ
ム
・

ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
と
お
も
わ
れ

ま
す
が
、燻
製
工
房
け
む
か
は
豆
腐
・
野

菜
・
魚
介
類
な
ど
日
本
の
料
理
に
適
し

た
燻
製
品
も
造
っ
て
お
り
ま
す
。

　実
は
昨
年
5
月
に
同
友
会（
筑
紫
支

部
）に
入
会
し
、開
物
成
務
塾
の
存
在
を

知
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、燻

製
の
文
化
を
広
め
る
商
品『
燻
製
醤
油
』

を
考
え
て
お
り
、割
と
軽
い
気
持
ち
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
と
こ

ろ
、九
州
大
学
の
湯
本
教
授
を
は
じ
め
、

そ
こ
に
参
加
さ
れ
た
い
ろ
ん
な
業
種
の

方
が
自
分
た
ち
の
経
験
を
ふ
ま
え
、提

案
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
真
剣
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
姿
に
驚
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
燻
製
醤
油

の
提
案
を
申
し
込
み
、9
月
に
提
案
を

行
い
ま
し
た
。
15
分
程
度
の
テ
ー
マ
説

明
の
後
、参
加
者
と
の
質
疑
応
答
そ
の

あ
と
湯
本
教
授
か
ら
び
っ
し
り
と
書
か

れ
た
3
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
全
体
の
ま
と
め
お
よ
び
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
、各
参
加
者
か
ら
は

中
身
の
濃
い
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
お
お

む
ね
好
評
で
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の

恒
例
の
懇
親
会
で
は
、実
際
の
料
理
に

燻
製
醤
油
を
か
け
て
、試
食
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
い
き
さ

つ
で
、燻
製
醤
油『
煙
熟
』を
誕
生
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　醤
油
は
嘉
水
3
年（
1
8
5
0
年
）創

業
の
ナ
カ
マ
ル
醤
油
醸
造
元（
宗
像
市
神

湊
）が
福
岡
県
産
丸
大
豆
と
福
岡
県
産
小

麦
を
使
用
し
て
つ
く
っ
た
醤
油
に
、オ
リ

ジ
ナ
ル
の
桜
・
椎
・
樫
の
チ
ッ
プ
で
じ
っ

く
り
燻
製
し
ま
し
た
。
燻
製
の
煙
が
醤

油
の
香
ば
し
さ
を
引
き
立
た
せ
、ま
ろ
や

か
な
味
わ
い
を
醸
し
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。
つ
け
醤
油
と
し
て
お
寿
司
。
お
刺
身

に
。
か
け
醤
油
と
し
て
焼
き
魚
、パ
ス

タ
、ピ
ザ
に
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
し
て
サ

ラ
ダ
に
。

　お
勧
め
は
、す
こ
し
あ
ぶ
っ
た
チ
ー
ズ

の
上
に
数
滴
か
け
る
と
ホ
ッ
ト
ス
モ
ー

ク
チ
ー
ズ
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
こ
の

香
り
の
調
味
料『
煙
熟
』を
是
非
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

新商品ご紹介 有限会社 燻香　代表取締役社長　西原  礼二 （筑紫支部）
にし はら　れい  じけむ   か

有限会社 燻香
〒816-0842
春日市下白水南3-101
TEL 092-589-5188

http://www.kemuka.com

燻製醤油『煙熟』誕生のあゆみ
えん じゅく

え
ん
じ
ゅ
く

え
ん
じ
ゅ
く

『煙熟』50g瓶入り上代価格525円
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９ 15：00～17：30土
NPO交流・ソーシャルビジネス特別委員会
3月例会

京都のビンテージが生みだす都市再生「都市居住推進
研究会のチャレンジ！」
～京都の不動産事業者・建築士・研究者・行政関係者がタッグ
を組んで、住まい・まちづくりの難題に取り組んでいます～
 ■ 山王マンション1F　特設会場　福岡市博多区博多駅南4-19-5
■ 大島　祥子氏　都市居住推進研究会　事務局／スーク創生事務所　代表 （京都同友会）
 参加費：500円
共催：NPO法人福岡ビルストック研究会

14 18：30～21：00木
労務管理部（経営労働委員会）
就業規則作成セミナー

第8章～第11章 退職金他
 ■ 天神パークビル　福岡市中央区大名2丁目8-18　☎092-721-5530
■ 古賀　兼吉氏　有限会社こが事務所　取締役 （博多支部）
 人間尊重の経営について考え、人を生かす経営（労使見解）の学びと実
践の場として、『就業規則作成セミナー』をテーマごとに分けて年間8回
開催します。

16 14：00～18：00土
新会員フォローアップ部会
第100回新会員フォローアップセミナー

■ 福岡県中小企業振興センタービル202会議室
　 福岡市博多区吉塚本町9-15
 参加費（新会員￥2,000、応援会員￥1,000）

14 18：30～21：00木
りょうちく支部
3月例会

■ 原鶴温泉泰泉閣　朝倉市杷木志波20　☎0946-62-1140
■ 荻野　朱美氏　有限会社たんぽぽ　代表取締役 （りょうちく支部）

18 18：30～21：00月
かすや支部
3月例会

同友会で学び社業発展
経営革新とわが社の人財育成
 ■ 同友会全体会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15
　 福岡県中小企業振興センター11F　☎092-686-1234
■ 樋口　康治氏　株式会社アイル　代表取締役 （筑紫支部）

入会して以来同友会で学び社内で実践した数々の実例や経営革新を受
け、同友会の仲間と共に新商品開発した「猿とび太助」及び社員共育に
ついても語っていただきます。

19 18：30～21：00火
玄海支部
3月例会

正しい倒産の知識
～知らないのとでは大違い、あなたの経営が変わる！～
 ■ 都久志会館会議室　福岡市中央区天神4-8-10　☎092-741-3335
■ 用澤　義則氏　福岡舞鶴法律事務所　弁護士 （玄海支部）
 退路を考えずにただ前へ前へと突き進む軍隊は滅亡の道を歩んでいる
も同然です。退路をきちんと知ることにより、安心して戦場で戦うこと
が出来ます。退くための勉強会ではなく、ビジネスという戦場で戦いに
勝つための勉強会です。倒産とはなにか？どういうものなのか？どう
すれば避けられるのか？実際に倒産した場合に復活の道は？　「倒産」
についての基本的な知識、対処法などを学びます。

19 18：00～21：00火
東支部
3月例会

経営指針作成からの目覚め！
 ■ ウィズ・ザ・スタイル福岡　福岡市博多区博多駅南1-9-18　☎092-433-3941
■ 近藤　盛弘氏　株式会社藤電気工事　代表取締役 （東支部）
　 井上　桂樹氏　井上熱帯園株式会社　後継者 （東支部）
 経営指針作成セミナー（あすなろ塾）を受け、作成する意義を感じ、気づき、学
んだことを話していただきます。具体的には、経営指針書作成後の自分の変
化、会社での変化。同友会の学びに対する感じ方。これからの展望などです。

19 18：30～20：30火
久留米支部
3月例会

これからの久留米、これからの経営者
 ■ 萃香園ホテル　久留米市櫛原町87　☎0942-35-5351
■ 青木　忠興氏　西日本新聞社 （久留米総局長）
 ①西日本新聞社久留米総局長を講師に招き講演をしていただきます。
②経営者として身につけるべきテーブルマナー。

25 18：30～21：00月
女性部委員会
3月勉強会

同友会で学んだことを自社経営に生かす
～同友会ごっこはやめましょう♥～
 ■ GGソーラービル　福岡市中央区天神3-4-9　☎092-714-0451
■ 中村　美賀子氏　株式会社メリーグラシス　代表取締役 （福友支部）
 色彩コーディネーターとして事業を始められた中村さん。毎日営業で
歩き回るなか、足を痛めてしまった経験から、女性の足の健康を考えた
靴屋を開店しました。その頃に同友会に入会し、先輩経営者から様々な
気付きを与えられます。その一つひとつ、理念の共有から増強の考え方
まで自社経営に生かし、今日の（株）メリーグラシスがあるそうです。な
ぜ数ある支部の中から福友支部を選んだのか？自身も女性でありなが
らかつては女性差別をしていた！？…などなど、女性部でしか聞けない
話が満載です。

21 18：20～21：00木
中央支部
3月例会

運転手から社長へ華麗なる転身
～急成長している創業社長の着眼点に学ぶ～
 ■ 天神ビル11F　福岡市中央区天神2-12-1　☎0120-323-920
■ 松永　康隆氏　株式会社ファインロジテック　代表取締役 （中央支部）
 古い体質が残る運送業の世界で、新しい運転手像を目指して、企業理念、
社員共育に取り組んでいる松永氏。着眼点次第で会社は成長し続ける。
その思考について学び、元気を頂くと共に自社経営に活かしましょう！

22 18：30～21：00金
西支部・福友支部
合同3月例会

環境経営で社員が誇りを持つ会社へ
 ■ 福ビル9F大ホール　福岡市中央区天神1丁目11番17号　☎092-716-8021
■ 末竹　哲　氏　有限会社日研　代表取締役社長 （西支部）
　 川添　克子氏　株式会社筑紫環境保全センター　取締役副社長 （福友支部）
 ①末竹氏　環境ビジネスと環境経営についての違い
②川添氏　「業界の常識は非常識」そこからものの見方（視点）を変え、
素晴らしい行動力と実践に裏打ちされた経営スタイルが顧客を変え、
社員の意識を変える原動力になっています。それらの見方はお客様か
ら教えてもらった環境の見方、そこからスタートした会社経営の視点
をお話していただきます。

14 18：30～21：30木
青年支部
3月例会

わが社の事業継承
～あなたの会社のバトンを落とさずにつないでいくために～
 ■ グランドハイアット福岡・2Fサボイ
　 福岡市博多区住吉1-2-82　☎092-282-1234
■ 原田　誠　氏　株式会社伸電　取締役相談役 （宮城同友会）
　 佐藤　弘樹氏　株式会社伸電　代表取締役 （宮城同友会）
 企業も幾年か年月が経つと次世代にいかに事業を承継していくか？次
世代に何を託すのか？何を託されるのか？という問題に直面すると思
います。継承の仕方はそれぞれ企業千差万別。そこで、事業継承を実際
に行った報告を通じ、事業を継承するときの苦労や経営における注意点
を承継する側、継承される側、双方の視点から報告していただきます。
自社の事業承継にむけた整備は整うための意識づけ及び確認と、それ
に向けた経営指針の作り方・労使見解等、自社に対する同友会の活用方
法を知ることを参加者の目的とします。

14 18：30～20：30木
糸島の集い
ブロック会

■ 前原公民館　糸島市前原東2-2-5　☎092-322-2481
 役員研修会や増強、設立に向けて 26 18：30～21：00火

企業連携推進委員会
FAST3月例会

大縁会～出会いと対話が連携の第一歩～
 ■ 福岡県中小企業振興センター5階　501号　
　 福岡市博多区吉塚本町9-15
■ 石蔵　義孝氏　株式会社石蔵商店　代表取締役 （筑紫支部）
　 池村　健一氏　株式会社くじらシステム開発　代表取締役 （福友支部）
　 末竹　　哲氏　有限会社日研　代表取締役社長 （西支部）
　 黒木　義隆氏　はちみつジャム工房BeeBee　専務取締役 （筑紫支部）
　 浦崎　浩之氏　株式会社まつやホスピタリティ　代表取締役 （北九州支部）
　 宮野　甲介氏　有限会社宮野建装　代表取締役 （ひびき支部）
 FAST会員同士で仕事の内容をもっと深く知りあいましょう。連携したい
こと・他社に手伝ってほしいこと・自社が手伝えることを共有することで、
連携のシーズを見つけ、新たなビジネスチャンスをつかんでください。

19 18：00～21：00火
福博支部・博多支部
合同3月例会

夢は必ず実現する
創業期からの苦労を乗り越えて発展のきっかけ
～経営計画書の作成と実践への取り組み～
 ■ セントラルホテル福岡　福岡市中央区渡辺通4丁目1-2　☎092-712-1212
■ 矢頭　美世子氏　株式会社やずや　代表取締役会長 （博多支部）
 経営指針作成から始まり、採用から社員教育につながる三位一体の経
営の大切さ、社員をパートナーとする労使見解の重要性を学びます。

19 18：30～21：00火
筑豊支部・嘉飯支部
合同3月例会

老舗味噌店、3代目女将のイノベーション！
100年企業があと100年続くために
 ■ ユメニティのおがた　福岡県直方市山部364-4　☎0949-25-1007
■ 安藤　久代氏　蛭子屋合名会社　3代目女将 （嘉飯支部）
 社員を幸せにしたいと願う強い想いが100年の老舗を変えようとして
います。時代と共に変わらなければ老舗といえども生き残っていけな
い。しかし一方で変えてはいけない創業の精神や感謝の心など大切な
想いを学びます。

21 18：30～21：00木
ひびき支部・北九州支部
合同3月例会

「3．11」から学ぶ
～生命の尊厳性からの人を生かす経営～
 ■ ホテルクラウンパレス北九州
　 北九州市八幡西区東曲里町3番1号　☎093-531-7725
■ 田村　滿氏　株式会社高田自動車学校　代表取締役 （岩手同友会　代表理事）
 人を生かす経営（労使見解）では「中小企業の存在意義」「生命の尊厳性」、憲
章草案では「人を育て、国民や地域の期待にこたえる」と言う一節がありま
す。3.11の時「決して一社もつぶさない、つぶさせない」の言葉に勇気を
貰ったのは、その行動が労使見解や憲章草案の精神そのものだったからで
す。この例会では、今も社員・住民と共に奮闘を続けている被災地企業の報
告を通じて「経営者の使命と責任」「生命の尊厳性」の本質を学び合います。

21 18：20～21：00木
筑紫支部
3月例会

社員教育は社長共育
～どのような社員であってほしいのか、の前にどのような
社長であるべきか～
 ■ 筑紫野市生涯学習センター　筑紫野市二日市南1-9-3　☎092-923-0416
■ 林田　達氏　株式会社 彩 ーいろどりー　代表取締役 （東支部）

21 16：00～21：30木
南支部フォーラム

みのり  ～ブロック活動2年間の集大成～
 ■ アークホテルロイヤル福岡天神
　 福岡県福岡市中央区天神3丁目13-20　☎092-724-2222
■ 柿元　一徳氏、河津　健一郎氏、平川　祐二氏、藤本　ゆう子氏、
　 若菜　正高氏 （南支部）
 支部フォーラムは、ブロック活動2年間の集大成です。例会、ブロック
活動とこの2年間で学びあい、築きあげた「みのり」の発表です。

第10回理事会報告は開催日程変更により月刊同友4月号で報告いたします。ご了承ください。

※大牟田支部3月例会は4月11日（木）に日程変更となりました。

最新ITの？？？　クラウドって？I T topics
このコーナーでは最新のIT用語をできるだけわかりやすくご紹介します。

クラウド、スマートフォン、タブレット？？？ さまざまな新しいIT用語が飛びかっていますが、経営者の皆様ご存知でし
たか？ まずはクラウドから。
データを自分のパソコンや携帯電話ではなく、インターネット上に保存する使い方、サービスのこ
とです。以前は、メールは自分のパソコンでメールソフトで受信して閲覧・返信していましたが、
いまではスマートフォンや他のパソコンからもブラウザを使ってメールを読み書きできるように
なっています。どこにいてもメールの返信ができるので、お客様への対応が良くなったりスピー
ディーな対応が求められる営業案件にも素早く対応して成績を伸ばすことが可能になりますね。
企業を成長させるためにも新しい技術を取り入れることが経営者にとっての急務となっていま
す。次回もわかりやすく解説して行きたいと思います。 記事：月刊同友編集部　印口 悟

3月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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９ 15：00～17：30土
NPO交流・ソーシャルビジネス特別委員会
3月例会

京都のビンテージが生みだす都市再生「都市居住推進
研究会のチャレンジ！」
～京都の不動産事業者・建築士・研究者・行政関係者がタッグ
を組んで、住まい・まちづくりの難題に取り組んでいます～
 ■ 山王マンション1F　特設会場　福岡市博多区博多駅南4-19-5
■ 大島　祥子氏　都市居住推進研究会　事務局／スーク創生事務所　代表 （京都同友会）
 参加費：500円
共催：NPO法人福岡ビルストック研究会

14 18：30～21：00木
労務管理部（経営労働委員会）
就業規則作成セミナー

第8章～第11章 退職金他
 ■ 天神パークビル　福岡市中央区大名2丁目8-18　☎092-721-5530
■ 古賀　兼吉氏　有限会社こが事務所　取締役 （博多支部）
 人間尊重の経営について考え、人を生かす経営（労使見解）の学びと実
践の場として、『就業規則作成セミナー』をテーマごとに分けて年間8回
開催します。

16 14：00～18：00土
新会員フォローアップ部会
第100回新会員フォローアップセミナー

■ 福岡県中小企業振興センタービル202会議室
　 福岡市博多区吉塚本町9-15
 参加費（新会員￥2,000、応援会員￥1,000）

14 18：30～21：00木
りょうちく支部
3月例会

■ 原鶴温泉泰泉閣　朝倉市杷木志波20　☎0946-62-1140
■ 荻野　朱美氏　有限会社たんぽぽ　代表取締役 （りょうちく支部）

18 18：30～21：00月
かすや支部
3月例会

同友会で学び社業発展
経営革新とわが社の人財育成
 ■ 同友会全体会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15
　 福岡県中小企業振興センター11F　☎092-686-1234
■ 樋口　康治氏　株式会社アイル　代表取締役 （筑紫支部）

入会して以来同友会で学び社内で実践した数々の実例や経営革新を受
け、同友会の仲間と共に新商品開発した「猿とび太助」及び社員共育に
ついても語っていただきます。

19 18：30～21：00火
玄海支部
3月例会

正しい倒産の知識
～知らないのとでは大違い、あなたの経営が変わる！～
 ■ 都久志会館会議室　福岡市中央区天神4-8-10　☎092-741-3335
■ 用澤　義則氏　福岡舞鶴法律事務所　弁護士 （玄海支部）
 退路を考えずにただ前へ前へと突き進む軍隊は滅亡の道を歩んでいる
も同然です。退路をきちんと知ることにより、安心して戦場で戦うこと
が出来ます。退くための勉強会ではなく、ビジネスという戦場で戦いに
勝つための勉強会です。倒産とはなにか？どういうものなのか？どう
すれば避けられるのか？実際に倒産した場合に復活の道は？　「倒産」
についての基本的な知識、対処法などを学びます。

19 18：00～21：00火
東支部
3月例会

経営指針作成からの目覚め！
 ■ ウィズ・ザ・スタイル福岡　福岡市博多区博多駅南1-9-18　☎092-433-3941
■ 近藤　盛弘氏　株式会社藤電気工事　代表取締役 （東支部）
　 井上　桂樹氏　井上熱帯園株式会社　後継者 （東支部）
 経営指針作成セミナー（あすなろ塾）を受け、作成する意義を感じ、気づき、学
んだことを話していただきます。具体的には、経営指針書作成後の自分の変
化、会社での変化。同友会の学びに対する感じ方。これからの展望などです。

19 18：30～20：30火
久留米支部
3月例会

これからの久留米、これからの経営者
 ■ 萃香園ホテル　久留米市櫛原町87　☎0942-35-5351
■ 青木　忠興氏　西日本新聞社 （久留米総局長）
 ①西日本新聞社久留米総局長を講師に招き講演をしていただきます。
②経営者として身につけるべきテーブルマナー。

25 18：30～21：00月
女性部委員会
3月勉強会

同友会で学んだことを自社経営に生かす
～同友会ごっこはやめましょう♥～
 ■ GGソーラービル　福岡市中央区天神3-4-9　☎092-714-0451
■ 中村　美賀子氏　株式会社メリーグラシス　代表取締役 （福友支部）
 色彩コーディネーターとして事業を始められた中村さん。毎日営業で
歩き回るなか、足を痛めてしまった経験から、女性の足の健康を考えた
靴屋を開店しました。その頃に同友会に入会し、先輩経営者から様々な
気付きを与えられます。その一つひとつ、理念の共有から増強の考え方
まで自社経営に生かし、今日の（株）メリーグラシスがあるそうです。な
ぜ数ある支部の中から福友支部を選んだのか？自身も女性でありなが
らかつては女性差別をしていた！？…などなど、女性部でしか聞けない
話が満載です。

21 18：20～21：00木
中央支部
3月例会

運転手から社長へ華麗なる転身
～急成長している創業社長の着眼点に学ぶ～
 ■ 天神ビル11F　福岡市中央区天神2-12-1　☎0120-323-920
■ 松永　康隆氏　株式会社ファインロジテック　代表取締役 （中央支部）
 古い体質が残る運送業の世界で、新しい運転手像を目指して、企業理念、
社員共育に取り組んでいる松永氏。着眼点次第で会社は成長し続ける。
その思考について学び、元気を頂くと共に自社経営に活かしましょう！

22 18：30～21：00金
西支部・福友支部
合同3月例会

環境経営で社員が誇りを持つ会社へ
 ■ 福ビル9F大ホール　福岡市中央区天神1丁目11番17号　☎092-716-8021
■ 末竹　哲　氏　有限会社日研　代表取締役社長 （西支部）
　 川添　克子氏　株式会社筑紫環境保全センター　取締役副社長 （福友支部）
 ①末竹氏　環境ビジネスと環境経営についての違い
②川添氏　「業界の常識は非常識」そこからものの見方（視点）を変え、
素晴らしい行動力と実践に裏打ちされた経営スタイルが顧客を変え、
社員の意識を変える原動力になっています。それらの見方はお客様か
ら教えてもらった環境の見方、そこからスタートした会社経営の視点
をお話していただきます。

14 18：30～21：30木
青年支部
3月例会

わが社の事業継承
～あなたの会社のバトンを落とさずにつないでいくために～
 ■ グランドハイアット福岡・2Fサボイ
　 福岡市博多区住吉1-2-82　☎092-282-1234
■ 原田　誠　氏　株式会社伸電　取締役相談役 （宮城同友会）
　 佐藤　弘樹氏　株式会社伸電　代表取締役 （宮城同友会）
 企業も幾年か年月が経つと次世代にいかに事業を承継していくか？次
世代に何を託すのか？何を託されるのか？という問題に直面すると思
います。継承の仕方はそれぞれ企業千差万別。そこで、事業継承を実際
に行った報告を通じ、事業を継承するときの苦労や経営における注意点
を承継する側、継承される側、双方の視点から報告していただきます。
自社の事業承継にむけた整備は整うための意識づけ及び確認と、それ
に向けた経営指針の作り方・労使見解等、自社に対する同友会の活用方
法を知ることを参加者の目的とします。

14 18：30～20：30木
糸島の集い
ブロック会

■ 前原公民館　糸島市前原東2-2-5　☎092-322-2481
 役員研修会や増強、設立に向けて 26 18：30～21：00火

企業連携推進委員会
FAST3月例会

大縁会～出会いと対話が連携の第一歩～
 ■ 福岡県中小企業振興センター5階　501号　
　 福岡市博多区吉塚本町9-15
■ 石蔵　義孝氏　株式会社石蔵商店　代表取締役 （筑紫支部）
　 池村　健一氏　株式会社くじらシステム開発　代表取締役 （福友支部）
　 末竹　　哲氏　有限会社日研　代表取締役社長 （西支部）
　 黒木　義隆氏　はちみつジャム工房BeeBee　専務取締役 （筑紫支部）
　 浦崎　浩之氏　株式会社まつやホスピタリティ　代表取締役 （北九州支部）
　 宮野　甲介氏　有限会社宮野建装　代表取締役 （ひびき支部）
 FAST会員同士で仕事の内容をもっと深く知りあいましょう。連携したい
こと・他社に手伝ってほしいこと・自社が手伝えることを共有することで、
連携のシーズを見つけ、新たなビジネスチャンスをつかんでください。

19 18：00～21：00火
福博支部・博多支部
合同3月例会

夢は必ず実現する
創業期からの苦労を乗り越えて発展のきっかけ
～経営計画書の作成と実践への取り組み～
 ■ セントラルホテル福岡　福岡市中央区渡辺通4丁目1-2　☎092-712-1212
■ 矢頭　美世子氏　株式会社やずや　代表取締役会長 （博多支部）
 経営指針作成から始まり、採用から社員教育につながる三位一体の経
営の大切さ、社員をパートナーとする労使見解の重要性を学びます。

19 18：30～21：00火
筑豊支部・嘉飯支部
合同3月例会

老舗味噌店、3代目女将のイノベーション！
100年企業があと100年続くために
 ■ ユメニティのおがた　福岡県直方市山部364-4　☎0949-25-1007
■ 安藤　久代氏　蛭子屋合名会社　3代目女将 （嘉飯支部）
 社員を幸せにしたいと願う強い想いが100年の老舗を変えようとして
います。時代と共に変わらなければ老舗といえども生き残っていけな
い。しかし一方で変えてはいけない創業の精神や感謝の心など大切な
想いを学びます。

21 18：30～21：00木
ひびき支部・北九州支部
合同3月例会

「3．11」から学ぶ
～生命の尊厳性からの人を生かす経営～
 ■ ホテルクラウンパレス北九州
　 北九州市八幡西区東曲里町3番1号　☎093-531-7725
■ 田村　滿氏　株式会社高田自動車学校　代表取締役 （岩手同友会　代表理事）
 人を生かす経営（労使見解）では「中小企業の存在意義」「生命の尊厳性」、憲
章草案では「人を育て、国民や地域の期待にこたえる」と言う一節がありま
す。3.11の時「決して一社もつぶさない、つぶさせない」の言葉に勇気を
貰ったのは、その行動が労使見解や憲章草案の精神そのものだったからで
す。この例会では、今も社員・住民と共に奮闘を続けている被災地企業の報
告を通じて「経営者の使命と責任」「生命の尊厳性」の本質を学び合います。

21 18：20～21：00木
筑紫支部
3月例会

社員教育は社長共育
～どのような社員であってほしいのか、の前にどのような
社長であるべきか～
 ■ 筑紫野市生涯学習センター　筑紫野市二日市南1-9-3　☎092-923-0416
■ 林田　達氏　株式会社 彩 ーいろどりー　代表取締役 （東支部）

21 16：00～21：30木
南支部フォーラム

みのり  ～ブロック活動2年間の集大成～
 ■ アークホテルロイヤル福岡天神
　 福岡県福岡市中央区天神3丁目13-20　☎092-724-2222
■ 柿元　一徳氏、河津　健一郎氏、平川　祐二氏、藤本　ゆう子氏、
　 若菜　正高氏 （南支部）
 支部フォーラムは、ブロック活動2年間の集大成です。例会、ブロック
活動とこの2年間で学びあい、築きあげた「みのり」の発表です。

第10回理事会報告は開催日程変更により月刊同友4月号で報告いたします。ご了承ください。

※大牟田支部3月例会は4月11日（木）に日程変更となりました。

最新ITの？？？　クラウドって？I T topics
このコーナーでは最新のIT用語をできるだけわかりやすくご紹介します。

クラウド、スマートフォン、タブレット？？？ さまざまな新しいIT用語が飛びかっていますが、経営者の皆様ご存知でし
たか？ まずはクラウドから。
データを自分のパソコンや携帯電話ではなく、インターネット上に保存する使い方、サービスのこ
とです。以前は、メールは自分のパソコンでメールソフトで受信して閲覧・返信していましたが、
いまではスマートフォンや他のパソコンからもブラウザを使ってメールを読み書きできるように
なっています。どこにいてもメールの返信ができるので、お客様への対応が良くなったりスピー
ディーな対応が求められる営業案件にも素早く対応して成績を伸ばすことが可能になりますね。
企業を成長させるためにも新しい技術を取り入れることが経営者にとっての急務となっていま
す。次回もわかりやすく解説して行きたいと思います。 記事：月刊同友編集部　印口 悟

3月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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福岡県中小企業家同友会  広報情報室  「月刊 同友」編集部
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町9番15号
福岡県中小企業振興センタービル11F
TEL：092-686-1234　FAX：092-686-1230

http:// www.fukuoka.doyu.jp/
環境を守るため再生紙を使用しています。

福岡同友会 検索

計測器・建設機械
のレンタル

レンタル受付年中無休！
即日発送可能！

E-mail:ascom@jcom.home.ne.jp

伊藤 今日子代　表

プチ  すがの

♥携帯 080-5201-5423
博多区中洲4丁目1-13 人形小路 第1きよたけビル地下1F
お店 092-291-7770　メルアド　kyo172@ezweb.ne.jp

GOOD  DESIGN  INC.

代表取締役

株式会社 グッドデザイン
〒815-0072
福岡市南区多賀1-1-23
モミジアパートメント102号
Te l 092-406-2267
Fax 092-406-2268
Mobile 080-4319-8848
E-mail gooddesign8@yahoo.co.jp

◎事業内容◎
内装仕上工事業

住宅リフォーム・リノベーション設計施工
建築構築物リフォーム・建築物営繕工事

エクステリア・外構工事
屋根工事・設備工事

品川  昌弘
Masahiro Shinagawa

専務取締役　 小 栁　博 隆

『 花と緑で心に憩いの場を提供します 』

福岡市城南区梅林4丁目11番12号
（Tel） 092-873-1001
http://www.fukuokaueki.com/

株式会社　福 岡 植 木


